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1. ま え が き
無線回路の小型化，低消費電力化により小型無線タ

















































Fig. 1 An overview of the ﬁnding lost objects system
using proximity estimation.
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成分に分解する．任意の無線タグ X と Y から
得られる要素数 Nx，Ny の RSSI 時系列データ
x = (RSSIX1, RSSIX2, · · · , RSSIXNx) と y =
















クシミュレーターの QualNetを使い，図 2 (a)のよう
に無線タグを近接関係が明確になるよう 6 個配置し，
受信機を A から B へ移動させた．タグ T1 は探した
いモノに付いている探索対象タグ，タグ T2からタグ
T6 はタグ T1 との近接度を推定したい無線タグを表
している．伝搬環境の影響としてライスフェージング
とシャドウイングを印加して RSSIを変動させている．
RSSI 変動が小さいときの RSSI を図 2 (b) に，大き









最小値は 0 である．シミュレーション結果を図 3 に
示す．図より，離散フーリエ変換を用いた距離関数は，
図 2 (a) 無線タグと受信機の位置，(b) RSSI 変動の標
準偏差が 1.7dB のときの各無線タグからの RSSI，
(c) RSSI 変動の標準偏差が 12.3dB のときの各無
線タグからの RSSI
Fig. 2 (a) Position of the tag and receiver, (b) RSSI
when standard deviation of RSSI ﬂuctuation
is 1.7 dB, (c) RSSI when standard deviation
of RSSI ﬂuctuation is 12.3 dB.
図 3 距離関数ごとの RSSI 変動と近接関係推定精度の
関係
Fig. 3 Relation between proximity estimation accu-
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